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障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て

い
な
い
障
害
者
の
方
を
対
象
と
し

た
福
祉
的
措
置
と
し
て
、
特
別
障

害
給
付
金
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

■
対
象
者

次
の
ど
ち
ら
か
に
該

当
し
、
国
民
年
金
任
意
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が

あ
り
、
現
在
障
害
基
礎
年
金
１
、

２
級
相
当
の
障
害
に
該
当
す
る
方

①
平
成
３
年
３
月
以
前
の
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

②
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
被
用

者
（
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
等
の

加
入
者
）
の
配
偶
者

■
支
給
額

１
級
・
月
額
５
万
円

２
級
・
月
額
４
万
円

①
支
給
額
は
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド

が
あ
り
ま
す
。
②
所
得
に
よ
っ
て

支
給
制
限
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
③
老
齢
年
金
等
を
受
給
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
支
給
制
限
が
あ

り
ま
す
。
④
支
払
い
は
偶
数
月
の

年
６
回
で
す
。

■
窓
口

保
健
福
祉
課

■
事
務
開
始
日

４
月
１
日
か
ら

■
注
意

①
給
付
金
の
支
給
は
、

請
求
月
の
翌
月
か
ら
で
す
。
請
求

が
遅
れ
た
場
合
、
遡
っ
て
支
給
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
添
付
書
類
が
そ

ろ
わ
な
い
場
合
で
も
、
４
月
中
に

請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
②
障

害
認
定
事
務
は
非
常
に
時
間
が
か

か
る
た
め
、
支
給
決
定
ま
で
数
カ

月
間
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

渋
川
社
会
保
険

事
務
所
　
1
０
２
７
９
―
２
２

―
１
６
１
１

■
日
時

３
月
14
日
（
月
）

■
場
所

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

■
内
容

身
体
障
害
者
の
補
装
具

判
定
、
相
談
な
ど

■
申
込

３
月
４
日
（
金
）
ま
で

に
、
保
健
福
祉
課
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
当
日
必
要
な
も
の

身
体
障
害

者
手
帳
、
印
鑑

重
度
の
障
害
の
た
め
、
会
場
へ

来
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
訪
問

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。

本
村
の
主
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
さ
ら
な
る
発
展
、
自
然
環
境
の

次
世
代
へ
の
継
承
を
目
的
に
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

３
月
１
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

■
場
所

村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー

ル■
講
演
者

農
林
水
産
省
関
東
農

政
局
次
長
　
鮫
島
信
行
さ
ん

■
演
題

「
未
　
　
定
」

４
月
１
日
か
ら
里
道
・
水
路

（
旧
法
定
外
公
共
物
）
の
う
ち
一

特
別
障
害
給
付
金
が

４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

保
健
福
祉
課
　
内
線
25

む
ら
づ
く
り
in

し
ょ
う
わ
を
開
催

産
業
課
　
内
線
34

里
道
・
水
路
の
管
理
者
が

一
部
変
わ
り
ま
す

建
設
課
　
内
線
35

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

を
開
催
し
ま
す

保
健
福
祉
課
　
内
線
26

第11回昭和村生涯学習大会を２月26日（土）に開催します。
ぜひご参加ください。

■時間 午後１時30分～
■場所 村公民館多目的ホール
■内容 生涯学習実践発表会

記念講演
■講師 俳優　八名信夫さん
■演題 「出会い　ふれあい　人の味」

悪役商会の方を交えての立回りもあります。
◎講師プロフィール
明治大学から東映フライヤーズ（現日本ハム）にピッチャーとして入
団するが、怪我のためプロ生活を断念、映画俳優となる。昭和58年
≪悪役商会≫を結成。日本の映画・テレビ界で活躍する。
また、長年＜町おこし＞＜ボランティア＞＜子どもたちへのメッセー
ジ＞で熱心に活動を続けている。

第11回生涯学習大会

「まずいYもう一杯Y」の八名信夫さんが講演
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■もんだい
第４７回昭和村成人式が行われました。

色とりどりの着物に身を包んだ新成人た
ち。これからの昭和村を担うみなさんに
期待しています。
では、問題です。今年の村の新成人

は？人だったでしょう。

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で図書券500円分を差し上げます。s締め切り＝
２月28日(月)。s発表＝３月号「広報しょうわ」。
s答えは必ずハガキに書き、下記要領で応募して
ください。

u１月号のクイズの答えは、「酉（とり）」
でした。応募総数は７通。当選者は次のと
おりです(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

桜
色
の
入
浴
剤
入
れ
終
ひ
湯
に
病

む
肩
沈
む
る
汗
に
じ
む
ま
で

板
橋
き
み
江

わ
が
手
に
て
拓
き
し
畑
に
た
ち
て

思
ふ
老
の
身
の
い
つ
か
農
を
辞
す

日
を

森
戸
勉
太
郎

降
る
雪
に
吸
は
れ
し
故
か
除
夜
の

鐘
刻
は
移
れ
ど
音
の
聞
こ
へ
ず

堀
沢
　
進

夜
業
終
へ
ア
ス
パ
ラ
の
香
の
匂
ふ

手
に
出
荷
量
書
く
今
日
の
日
記
に

倉
沢
美
代
子

庭
の
雪
を
掻
き
つ
つ
作
り
し
雪
だ

る
ま
に
さ
ざ
ん
か
の
紅
き
花
さ
し

て
や
る

諸
田
　
洋
子

酉
年
生
れ
娘
に
孫
に
二
人
居
て
話

し
は
づ
み
て
家
族
の
乾
杯沢

浦
　
芳
枝

天
の
声
か
ま
た
元
旦
を
迎
へ
た
り

毅
然
と
生
き
む
六
た
び
目
の
酉

今
井
與
兵
衞

雪
か
き
し
庭
に
雀
の
い
つ
も
よ
り

距
離
を
縮
め
て
わ
が
顔
み
あ
ぐ

高
橋
　
　
八

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

白
い
息
か
ら
ま
せ
合
っ
て
バ
ス

を
待
つ

林
　
　
町
子

山
茶
花
と
独
り
の
酒
で
偲
ぶ
ひ
と

坂
田
　
保
男

哀
し
さ
よ
山
古
志
村
の
雪
蛍

大
河
原
一
郎

陽
の
か
げ
り
写
し
て
忙
し
年
の
暮

梅
沢
　
ま
つ

綿
虫
や
人
そ
れ
ぞ
れ
の
身
の
上
に

須
藤
　
澄
子

綿
虫
の
風
に
乗
り
来
て
冬
近
し

金
井
　
粂
子

助
け
合
い
知
る
温
も
り
の
年
の
暮

杉
木
　
哲
二

綿
虫
の
ひ
と
待
つ
わ
れ
に
漂
へ
り

真
下
　
章
子

★ 竹　吉　裕　美 (26 歳 )
★ 倉　澤　甚　平 (63 歳 )
★ 鈴　木　佐代美 (49歳 )
★ 広　田　　　修 (19 歳 )
★ 竹　内　　　翼 (10 歳 )

中 内 出
根 岸
橡久保北
赤城原第二
宮 貝 戸

応募規定

部
関
東
財
務
局
の
管
理
と
な
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
境
界
確
定
や
払

下
申
請
な
ど
の
必
要
が
生
じ
た
場

合
は
、
ま
ず
村
建
設
課
に
て
管
理

区
分
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

空
気
が
乾
燥
す
る
こ
れ
か
ら
の

時
期
は
、
毎
年
火
災
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
次
の
こ
と
を
守
り
、
火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・
枯
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を

し
な
い

・
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
は
、
必
ず
消

す
と
と
も
に
投
げ
捨
て
な
い

・
ゴ
ミ
な
ど
を
屋
外
で
燃
や
す
野

焼
き
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
３
月

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
に
時
間
を
延

長
し
て
年
金
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
毎
月
１
回
土
・
日
に

年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
平

日
の
昼
間
で
は
忙
し
い
方
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
３
月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
は
、

年
金
相
談
の
受
付
を
午
後
７
時
ま

で
延
長
し
ま
す
。
た
だ
し
、
２
月

28
日
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の

都
合
に
よ
り
時
間
延
長
で
き
ま
せ

ん
。
通
常
ど
お
り
午
後
５
時
ま
で

の
受
付
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
の

火
曜
日
に
午
後
７
時
ま
で
延
長
し

ま
す
。

▼
ま
た
、
毎
月
第
１
と
第
３
木
曜

日
、
午
前
10
時
〜
12
時
と
午
後
１

時
〜
３
時
ま
で
、
渋
川
社
会
保
険

事
務
所
の
年
金
相
談
が
沼
田
市
役

所
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

２
月
19
日
、
20
日
、
３
月
12
日
、

13
日
に
つ
い
て
は
、
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
年
金
相
談

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

外
国
に
住
む
20
歳
か
ら
65
歳
ま

で
の
日
本
人
と
、
日
本
国
内
に
住

む
60
歳
以
上
で
満
額
の
年
金
を
受

給
で
き
な
い
人
は
、
65
歳
ま
で

（
昭
和
34
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
で
65
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
を
満
た
さ
な
い
と
き

は
、
最
高
70
歳
ま
で
）
任
意
で
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
金
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

任
意
加
入
が
で
き
ま
す

火
災
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

総
務
課
　
内
線
14


